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(57)【要約】
【課題】  個人の健康管理に寄与できるとともに、当該
個人の健康状態を把握することのできるシステムを構築
する。
【解決手段】  クライアント端末側から送信されたＩ
Ｄ、声紋データ、指紋データ、体脂肪率、体重、血圧、
ニコチン量データを受信する（ステップＳＢ２２）。受
信したＩＤに基づき、当該クライアントの健康管理ファ
イルを検索する（ステップＳＢ２３）。当該クライアン
トの健康管理ファイル記録されている声紋データ及び指
紋データと、受信した声紋データ及び指紋データとが一
致するか否かを判断する（ステップＳＢ２４、ＳＢ２
５）。一致した場合には、当該クライアントの健康管理
ファイルへの記録を開始して、受信日データを記録し
（ステップＳＢ２７）、受信した体脂肪データ、体重デ
ータ、血圧データ、ニコチン量データをエリア４２２～
４２５に記録する（ステップＳＢ２８～ＳＢ３１）。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ネットワークを介して接続されるクライ
アント端末と管理サーバとで構成され、
前記クライアント端末は、当該クライアントの本人証明
を行うための認証データを送信する認証データ送信手段
と、
当該クライアントの健康に関連するデータを検出する検
出手段と、
この検出手段により検出された健康に関連する健康関連
データを送信する健康関連データ送信手段と、
前記管理サーバから送信される健康管理ファイルを受信
する受信手段と、を備え、
前記管理サーバは、
前記クライアント毎の健康管理ファイルを記憶する記憶
手段と、
前記認証データと前記健康関連データとを受信する受信
手段と、
この受信手段により受信した認証データに基づきクライ
アントを判別する判別手段と、
この判別手段により判別されたクライアントの健康管理
ファイルに、前記受信した健康関連データを記録する記
録手段と、
前記健康管理ファイルを当該クライアントのクライアン
ト端末に送信する送信手段と、を備えることを特徴とす
る健康管理サービスシステム。
【請求項２】  前記クライアント端末は、前記受信手段
により受信した健康管理ファイル内のデータを表示する
表示手段を更に備えることを特徴とする請求項１記載の
健康管理サービスシステム。
【請求項３】  前記クライアント端末の認証データ送信
手段は、当該クライアントの声紋データ、指紋データ、
サインデータのいずれか少なくとも一つを前記認証デー
タとして送信することを特徴とする請求項１又は２記載
の健康管理サービスシステム。
【請求項４】  前記クライアント端末の検出手段は、当
該クライアントの体脂肪データ、体重データ、血圧デー
タ、ニコチン量データのいずれか少なくとも一つを検出
するものであり、
前記健康関連データ送信手段は、この検出手段より検出
された体脂肪、体重、血圧、ニコチン量のいずれか少な
くとも一つを送信することを特徴とする請求項１又は２
記載の健康管理サービスシステム。
【請求項５】  前記管理サーバは、保険会社により管理
されるものであり、
前記クライアント毎の健康管理ファイルは、当該クライ
アントの保険契約に伴って形成されることを特徴とする
請求項１又は２記載の健康管理サービスシステム。
【請求項６】  前記管理サーバの受信手段は、前記健康
関連データを所定期間毎に受信し、
前記記録手段は、前記クライアントの健康管理ファイル
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に、前記所定期間毎の健康関連データを記録することを
特徴とする請求項１又は２記載の健康管理サービスシス
テム。
【請求項７】  前記管理サーバは、前記受信手段により
受信した健康関連データに基づき健康ポイントを算出す
るポイント算出手段を更に備え、
前記記録手段は更に、このポイント算出手段により算出
された健康ポイントを前記健康管理ファイルに記録する
ことを特徴とする請求項１又は２記載の健康管理サービ
スシステム。
【請求項８】  前記ポイント算出手段は、前記受信手段
により受信した健康関連データに基づく健康ポイント
と、過去の健康ポイントの累算値とを算出し、
前記記録手段は更に、このポイント算出手段により算出
された健康ポイントと累算値とを前記健康管理ファイル
に記録することを特徴とする請求項８記載の健康管理サ
ービスシステム。
【請求項９】  前記管理サーバは、前記健康ポイントの
累算値と所定の特典サービスポイントとを比較する比較
手段と、
この比較手段の比較結果に応じて、前記クライアントに
付与する特典サービスを決定する決定手段と、
この決定手段により決定された特典サービスの内容を示
す特典サービスデータを送信する送信手段とを更に備
え、
前記クライアント端末の受信手段は、この特典サービス
データを更に受信することを特徴とする請求項８記載の
健康管理サービスシステム。
【請求項１０】  前記クライアント端末の表示手段は、
前記受信手段が受信した特典サービスデータを更に表示
することを特徴とする請求項９記載の健康管理サービス
システム。
【請求項１１】  クライアント端末と管理サーバとを、
ネットワークを介して接続し、
前記クライアント端末は、当該クライアントの本人証明
を行うための認証データを送信する認証データ送信処理
と、
当該クライアントの健康に関連するデータを検出する検
出処理と、
この検出処理により検出された健康に関連する健康関連
データを送信する健康関連データ送信処理と、
前記管理サーバから送信される健康管理ファイルを受信
する受信処理と、を実行し、
前記管理サーバは、
前記クライアント毎の健康管理ファイルを記憶する記憶
処理と、
前記認証データと前記健康関連データとを受信する受信
処理と、
この受信処理により受信した認証データに基づきクライ
アントを判別する判別処理と、
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この判別処理により判別されたクライアントの健康管理
ファイルに、前記受信した健康関連データを記録する記
録処理と、
前記健康管理ファイルを当該クライアントのクライアン
ト端末に送信する送信処理と、を実行することを特徴と
する健康管理サービス方法。
【請求項１２】  前記クライアント端末は、前記受信処
理により受信した健康管理ファイル内のデータを表示さ
せる表示制御処理を更に実行することを特徴とする請求
項１１記載の健康管理サービス方法。
【請求項１３】  前記クライアント端末の認証データ送
信処理では、当該クライアントの声紋データ、指紋デー
タ、サインデータのいずれか少なくとも一つを前記認証
データとして送信することを特徴とする請求項１１又は
２記載の健康管理サービス方法。
【請求項１４】  前記クライアント端末の検出処理は、
当該クライアントの体脂肪データ、体重データ、血圧デ
ータ、ニコチン量データのいずれか少なくとも一つを検
出するものであり、
前記健康関連データ送信処理では、この検出処理より検
出された体脂肪、体重、血圧、ニコチン量のいずれか少
なくとも一つを送信することを特徴とする請求項１１又
は１２記載の健康管理サービス方法。
【請求項１５】  前記管理サーバは、保険会社により管
理され、
前記クライアント毎の健康管理ファイルは、当該クライ
アントの保険契約に伴って形成されることを特徴とする
請求項１１又は１２記載の健康管理サービス方法。
【請求項１６】  前記管理サーバの受信処理では、前記
健康関連データを所定期間毎に受信し、
前記記録処理では、前記クライアントの健康管理ファイ
ルに、前記所定期間毎の健康関連データを記録すること
を特徴とする請求項１１又は１２記載の健康管理サービ
ス方法。
【請求項１７】  前記管理サーバは、前記受信処理によ
り受信した健康関連データに基づき健康ポイントを算出
するポイント算出処理を更に実行し、
前記記録処理では更に、このポイント算出処理により算
出された健康ポイントを前記健康管理ファイルに記録す
ることを特徴とする請求項１１又は２記載の健康管理サ
ービス方法。
【請求項１８】  前記ポイント算出処理では、前記受信
処理により受信した健康関連データに基づく健康ポイン
トと、過去の健康ポイントの累算値とを算出し、
前記記録処理では更に、このポイント算出処理により算
出された健康ポイントと累算値とを前記健康管理ファイ
ルに記録することを特徴とする請求項１７記載の健康管
理サービス方法。
【請求項１９】  前記管理サーバは、前記健康ポイント
の累算値と所定の特典サービスポイントとを比較する比
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較処理と、
この比較処理の比較結果に応じて、前記クライアントに
付与する特典サービスを決定する決定処理と、
この決定処理により決定された特典サービスの内容を示
す特典サービスデータを送信する送信処理とを更に実行
し、
前記クライアント端末の受信処理は、この特典サービス
データを更に受信することを特徴とする請求項１８記載
の健康管理サービス方法。
【請求項２０】  前記クライアント端末の表示処理で
は、前記受信処理が受信した特典サービスデータを更に
表示することを特徴とする請求項１９記載の健康管理サ
ービス方法。
【請求項２１】  クライアントの本人証明を行うための
認証データを外部に送信する認証データ送信手段と、
当該クライアントの健康に関連するデータを検出する検
出手段と、
この検出手段により検出された健康に関連する健康関連
データを外部に送信する健康関連データ送信手段と、
外部から送信される健康管理ファイルを受信する受信手
段と、を備えることを特徴とするクライアント端末。
【請求項２２】  前記受信手段により受信した健康管理
ファイル内のデータを表示する表示手段を更に備えるこ
とを特徴とする請求項２１記載のクライアント端末。
【請求項２３】  前記認証データ送信手段は、当該クラ
イアントの声紋データ、指紋データ、サインデータのい
ずれか少なくとも一つを前記認証データとして送信する
ことを特徴とする請求項２１又は２２記載のクライアン
ト端末。
【請求項２４】  前記検出手段は、当該クライアントの
体脂肪データ、体重データ、血圧データ、ニコチン量デ
ータのいずれか少なくとも一つを検出するものであり、
前記健康関連データ送信手段は、この検出手段より検出
された体脂肪、体重、血圧、ニコチン量のいずれか少な
くとも一つを送信することを特徴とする請求項２１又は
２２記載のクライアント端末。
【請求項２５】  前記受信手段は、当該クライアントに
付与される特典サービスの内容を示す特典サービスデー
タを更に受信し、
前記表示手段は、この受信手段が受信した特典サービス
データを更に表示することを特徴とする請求項２１又は
２２記載のクライアント端末。
【請求項２６】  コンピュータが読み取り可能なプログ
ラムを記録した記録媒体であって、
クライアントの本人証明を行うための認証データを外部
に送信する認証データ送信手順と、
当該クライアントの健康に関連するデータを検出する検
出手順と、
この検出手順により検出された健康に関連する健康関連
データを外部に送信する健康関連データ送信手順と、



(4) 特開２００２－１０９０６３

10

20

30

40

50

5
外部から送信される健康管理ファイルを受信する受信手
順と、をコンピュータに実行させるためのプログラムを
記録したことを特徴とする記録媒体。
【請求項２７】  前記受信手順により受信した健康管理
ファイル内のデータを、表示手段に表示させる表示処理
手順を実行させるプログラムを更に記録したことを特徴
とする請求項２６記載の記録媒体。
【請求項２８】  前記認証データ送信手順では、当該ク
ライアントの声紋データ、指紋データ、サインデータの
いずれか少なくとも一つを前記認証データとして送信す
ることを特徴とする請求項２１又は２２記載の記録媒
体。
【請求項２９】  前記検出手順は、当該クライアントの
体脂肪データ、体重データ、血圧データ、ニコチン量デ
ータのいずれか少なくとも一つを検出するものであり、
前記健康関連データ送信手順は、この検出手順より検出
された体脂肪、体重、血圧、ニコチン量のいずれか少な
くとも一つを送信することを特徴とする請求項２１又は
２２記載の記録媒体。
【請求項３０】  前記受信手順では、当該クライアント
に付与される特典サービスの内容を示す特典サービスデ
ータを更に受信し、
前記表示手順では、この受信手順が受信した特典サービ
スデータを更に表示させることを特徴とする請求項２１
又は２２記載の記録媒体。
【請求項３１】  クライアント毎の健康管理ファイルを
記憶する記憶手段と、
外部から送信される認証データと健康関連データとを受
信する受信手段と、
この受信手段により受信した認証データに基づきクライ
アントを判別する判別手段と、
この判別手段により判別されたクライアントの健康管理
ファイルに、前記受信した健康関連データを記録する記
録手段と、
前記健康管理ファイルを当該クライアントのクライアン
ト端末に送信する送信手段と、を備えることを特徴とす
る健康管理サーバ。
【請求項３２】  当該健康管理サーバは、保険会社によ
り管理されるものであり、
前記クライアント毎の健康管理ファイルは、当該クライ
アントの保険契約に伴って形成されることを特徴とする
請求項３１記載の健康管理サーバ。
【請求項３３】  前記受信手段は、前記健康関連データ
を所定期間毎に受信し、
前記記録手段は、前記クライアントの健康管理ファイル
に、前記所定期間毎の健康関連データを記録することを
特徴とする請求項３１記載の健康管理サーバ。
【請求項３４】  前記受信手段により受信した健康関連
データに基づき健康ポイントを算出するポイント算出手
段を更に備え、
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前記記録手段は更に、このポイント算出手段により算出
された健康ポイントを前記健康管理ファイルに記録する
ことを特徴とする請求項３１記載の健康管理サーバ。
【請求項３５】  前記ポイント算出手段は、前記受信手
段により受信した健康関連データに基づく健康ポイント
と、過去の健康ポイントの累算値とを算出し、
前記記録手段は更に、このポイント算出手段により算出
された健康ポイントと累算値とを前記健康管理ファイル
に記録することを特徴とする請求項３４記載の健康管理
サーバ。
【請求項３６】  前記健康ポイントの累算値と所定の特
典サービスポイントとを比較する比較手段と、
この比較手段の比較結果に応じて、前記クライアントに
付与する特典サービスを決定する決定手段と、
この決定手段により決定された特典サービスの内容を示
す特典サービスデータを送信する送信手段とを更に備え
ることを特徴とする請求項３５記載の健康管理サーバ。
【請求項３７】  コンピュータが読み取り可能なプログ
ラムを記録した記録媒体であって、
クライアント毎の健康管理ファイルを作成するファイル
作成手順と、
外部から送信される認証データと健康関連データとを受
信する受信手順と、
この受信手順により受信した認証データに基づきクライ
アントを判別する判別手順と、
この判別手順により判別されたクライアントの健康管理
ファイルに、前記受信した健康関連データを記録する記
録手順と、
前記健康管理ファイルを当該クライアントのクライアン
ト端末に送信する送信手順と、をコンピュータに実行さ
せるためのプログラムを記録したことを特徴とする記録
媒体。
【請求項３８】  前記受信手順では、前記健康関連デー
タを所定期間毎に受信し、
前記記録手順では、前記クライアントの健康管理ファイ
ルに、前記所定期間毎の健康関連データを記録すること
を特徴とする請求項３７記載の記録媒体。
【請求項３９】  前記受信手順により受信した健康関連
データに基づき健康ポイントを算出するポイント算出手
順を実行させるプログラムを更に記録し、
前記記録手順では更に、このポイント算出手順により算
出された健康ポイントを前記健康管理ファイルに記録す
ることを特徴とする請求項３７記載の記録媒体。
【請求項４０】  前記ポイント算出手順は、前記受信手
順により受信した健康関連データに基づく健康ポイント
と、過去の健康ポイントの累算値とを算出し、
前記記録手順では更に、このポイント算出手順により算
出された健康ポイントと累算値とを前記健康管理ファイ
ルに記録することを特徴とする請求項３９記載の記録媒
体。
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【請求項４１】  前記健康ポイントの累算値と所定の特
典サービスポイントとを比較する比較手順と、
この比較手順の比較結果に応じて、前記クライアントに
付与する特典サービスを決定する決定手順と、
この決定手順により決定された特典サービスの内容を示
す特典サービスデータを送信する送信手順とを実行させ
るプログラムを更に記録したことを特徴とする請求項３
９記載の記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、クライアントの健
康を管理して健康維持を促進するための健康管理サービ
スシステム、健康管理サービス方法、ユーザ端末、健康
管理サーバ及び記録媒体に関する。
【０００２】
【発明の背景】一般に、自己の健康管理については、家
庭内にある体脂肪計や体重計、あるいは血圧計により、
体脂肪、体重、血圧等を測定して確認することが行われ
ている。また、保険契約時等においては、健康診断を行
って保険会社及び契約者の双方が健康状態を確認するこ
とも一般的に行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、各種測
定機器により表示される値は、その時点の値のみである
ことから、これを視認にしても自己の健康状態がどのよ
うに推移しているかを判断することはできず、健康管理
にあまり役立っていないのが実状である。また、保険会
社にあっても、契約時には健康診断を実施することによ
り、契約者の健康について把握できても、その後の契約
者の健康状態については、把握し得ないのが実状であ
る。
【０００４】本発明は、このような実状に鑑みなされた
ものであり、個人の健康管理に寄与できるとともに、当
該個人の健康状態を把握することのできるシステムを構
築することのできる健康管理サービスシステム、健康管
理サービス方法、クライアント端末、健康管理サーバ及
び記録媒体を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】前記課題を解決するため
に請求項１記載の発明にかかる健康管理サービスシステ
ムにあっては、健康管理サービスシステムにあっては、
ネットワークを介して接続されるクライアント端末と管
理サーバとで構成され、前記クライアント端末は、当該
クライアントの本人証明を行うための認証データを送信
する認証データ送信手段と、当該クライアントの健康に
関連するデータを検出する検出手段と、この検出手段に
より検出された健康に関連する健康関連データを送信す
る健康関連データ送信手段と、前記管理サーバから送信
される健康管理ファイルを受信する受信手段とを備え、
前記管理サーバは、前記クライアント毎の健康管理ファ
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イルを記憶する記憶手段と、前記認証データと前記健康
関連データとを受信する受信手段と、この受信手段によ
り受信した認証データに基づきクライアントを判別する
判別手段と、この判別手段により判別されたクライアン
トの健康管理ファイルに、前記受信した健康関連データ
を記録する記録手段と、前記健康管理ファイルを当該ク
ライアントのクライアント端末に送信する送信手段とを
備える。
【０００６】したがって、管理サーバには、クライアン
ト毎の健康管理ファイルが記憶されて、各健康管理ファ
イル毎に健康関連データが記録される。よって、この健
康管理ファイルがクライアント端末に送信されることに
より、クライアント端末側において、当該クライアント
の健康状態がどのように推移しているかを判断すること
ができる。一方、管理サーバにおいても、クライアント
毎の健康管理ファイルを記憶していることから、健康管
理ファイルの記録データに基づき、クライアントの健康
状態を容易に把握することができる。よって、クライア
ントが自己の健康状態の推移を判断し、かつ、サーバを
管理する者がクライアントの健康状態を容易に把握し得
るシステムを構築することができる。
【０００７】また、請求項２記載の発明にかかる健康管
理サービスシステムにあっては、前記クライアント端末
は、前記受信手段により受信した健康管理ファイル内の
データを表示する表示手段を更に備える。したがって、
クライアントは端末に表示された健康管理ファイル内の
データにより、容易に自己の健康状態の推移を知ること
ができる。
【０００８】また、請求項３記載の発明にかかる健康管
理サービスシステムにあっては、前記クライアント端末
の認証データ送信手段は、当該クライアントの声紋デー
タ、指紋データ、サインデータのいずれか少なくとも一
つを前記認証データとして送信する。したがって、認証
データによる認証の正確性を確保することができ、不正
な健康関連データの記録や、他人の健康関連データの誤
記録による健康管理ファイルの信用性低下が未然に防止
される。
【０００９】また、請求項４記載の発明にかかる健康管
理サービスシステムにあっては、前記クライアント端末
の検出手段は、当該クライアントの体脂肪データ、体重
データ、血圧データ、ニコチン量データのいずれか少な
くとも一つを検出するものであり、前記健康関連データ
送信手段は、この検出手段より検出された体脂肪、体
重、血圧、ニコチン量のいずれか少なくとも一つを送信
する。したがって、これらデータを内容とする健康管理
ファイルが管理サーバに確保される。
【００１０】また、請求項５記載の発明にかかる健康管
理サービスシステムにあっては、前記管理サーバは、保
険会社により管理されるものであり、前記クライアント
毎の健康管理ファイルは、当該クライアントの保険契約
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に伴って形成される。したがって、保険会社は保険契約
後においても、契約者の健康状態を把握することができ
る。
【００１１】また、請求項６記載の発明にかかる健康管
理サービスシステムにあっては、前記管理サーバの受信
手段は、前記健康関連データを所定期間毎に受信し、前
記記録手段は、前記クライアントの健康管理ファイル
に、前記所定期間毎の健康関連データを記録する。した
がって、健康管理ファイルに一定期間毎の健康関連デー
タが順次記録されることにより、この健康管理ファイル
内のデータに基づき、明瞭にクライアントの健康状態の
推移を判断することができるともに、健康状態を明瞭に
把握することが可能となる。
【００１２】また、請求項７記載の発明にかかる健康管
理サービスシステムにあっては、前記管理サーバは、前
記受信手段により受信した健康関連データに基づき健康
ポイントを算出するポイント算出手段を更に備え、前記
記録手段は更に、このポイント算出手段により算出され
た健康ポイントを前記健康管理ファイルに記録する。し
たがって、健康管理ファイルにはクライアントの健康状
態の推移がポイントで記録されることから、これに基づ
き一層明瞭にクライアントの健康状態の推移を判断する
ことができるともに、健康状態を一層明瞭に把握するこ
とが可能となる。
【００１３】また、請求項８記載の発明にかかる健康管
理サービスシステムにあっては、前記ポイント算出手段
は、前記受信手段により受信した健康関連データに基づ
く健康ポイントと、過去の健康ポイントの累算値とを算
出し、前記記録手段は更に、このポイント算出手段によ
り算出された健康ポイントと累算値とを前記健康管理フ
ァイルに記録する。したがって、健康ポイントと累算値
により健康状態の推移を明瞭に判断しあるいは把握でき
るのみならず、今回の健康ポイントにより現時点の健康
状態を明瞭に判断しあるいは把握することもできる。
【００１４】また、請求項９記載の発明にかかる健康管
理サービスシステムにあっては、前記管理サーバは、前
記健康ポイントの累算値と所定の特典サービスポイント
とを比較する比較手段と、この比較手段の比較結果に応
じて、前記クライアントに付与する特典サービスを決定
する決定手段と、この決定手段により決定された特典サ
ービスの内容を示す特典サービスデータを送信する送信
手段とを更に備え、前記クライアント端末の受信手段
は、この特典サービスデータを更に受信する。したがっ
て、クライアントが健康を維持すべく努力すれば、特典
サービスが決定されて、特典サービスデータが管理サー
バからクライアント端末に送信されてくる。したがっ
て、このことを予め知らされているクライアントは、健
康を維持すべく努力し、これにより、クライアントの健
康維持を促進し得るシステムを構築することができる。
【００１５】また、請求項９記載の発明にかかる健康管
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理サービスシステムにあっては、前記クライアント端末
の表示手段は、前記受信手段が受信した特典サービスデ
ータを更に表示する。したがって、クライアントは、表
示された特典サービスデータにより、特典の内容を確認
することができるばかりでなく、より一層健康維持を努
めるべく刺激され、クライアントの健康維持効果が高め
られる。
【００１６】また、請求項１１記載の発明にかかる健康
管理サービス方法にあっては、クライアント端末と管理
サーバとを、ネットワークを介して接続し、前記クライ
アント端末は、当該クライアントの本人証明を行うため
の認証データを送信する認証データ送信処理と、当該ク
ライアントの健康に関連するデータを検出する検出処理
と、この検出処理により検出された健康に関連する健康
関連データを送信する健康関連データ送信処理と、前記
管理サーバから送信される健康管理ファイルを受信する
受信処理とを実行し、前記管理サーバは、前記クライア
ント毎の健康管理ファイルを記憶する記憶処理と、前記
認証データと前記健康関連データとを受信する受信処理
と、この受信処理により受信した認証データに基づきク
ライアントを判別する判別処理と、この判別処理により
判別されたクライアントの健康管理ファイルに、前記受
信した健康関連データを記録する記録処理と、前記健康
管理ファイルを当該クライアントのクライアント端末に
送信する送信処理とを実行する。
【００１７】また、請求項１２記載の発明にかかる健康
管理サービス方法にあっては、前記クライアント端末
は、前記受信処理により受信した健康管理ファイル内の
データを表示させる表示制御処理を更に実行する。
【００１８】また、請求項１３記載の発明にかかる健康
管理サービス方法にあっては、前記クライアント端末の
認証データ送信処理では、当該クライアントの声紋デー
タ、指紋データ、サインデータのいずれか少なくとも一
つを前記認証データとして送信する。
【００１９】また、請求項１４記載の発明にかかる健康
管理サービス方法にあっては、前記クライアント端末の
検出処理は、当該クライアントの体脂肪データ、体重デ
ータ、血圧データ、ニコチン量データのいずれか少なく
とも一つを検出するものであり、前記健康関連データ送
信処理では、この検出処理より検出された体脂肪、体
重、血圧、ニコチン量のいずれか少なくとも一つを送信
する。
【００２０】また、請求項１５記載の発明にかかる健康
管理サービス方法にあっては、前記管理サーバは、保険
会社により管理され、前記クライアント毎の健康管理フ
ァイルは、当該クライアントの保険契約に伴って形成さ
れる。
【００２１】また、請求項１６記載の発明にかかる健康
管理サービス方法にあっては、前記管理サーバの受信処
理では、前記健康関連データを所定期間毎に受信し、前
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記記録処理では、前記クライアントの健康管理ファイル
に、前記所定期間毎の健康関連データを記録する。
【００２２】また、請求項１７記載の発明にかかる健康
管理サービス方法にあっては、前記管理サーバは、前記
受信処理により受信した健康関連データに基づき健康ポ
イントを算出するポイント算出処理を更に実行し、前記
記録処理では更に、このポイント算出処理により算出さ
れた健康ポイントを前記健康管理ファイルに記録する。
【００２３】また、請求項１８記載の発明にかかる健康
管理サービス方法にあっては、前記ポイント算出処理で
は、前記受信処理により受信した健康関連データに基づ
く健康ポイントと、過去の健康ポイントの累算値とを算
出し、前記記録処理では更に、このポイント算出処理に
より算出された健康ポイントと累算値とを前記健康管理
ファイルに記録する。
【００２４】また、請求項１９記載の発明にかかる健康
管理サービス方法にあっては、前記管理サーバは、前記
健康ポイントの累算値と所定の特典サービスポイントと
を比較する比較処理と、この比較処理の比較結果に応じ
て、前記クライアントに付与する特典サービスを決定す
る決定処理と、この決定処理により決定された特典サー
ビスの内容を示す特典サービスデータを送信する送信処
理とを更に実行し、前記クライアント端末の受信処理
は、この特典サービスデータを更に受信する。
【００２５】また、請求項２０記載の発明にかかる健康
管理サービス方法にあっては、前記クライアント端末の
表示処理では、前記受信処理が受信した特典サービスデ
ータを更に表示する。
【００２６】したがって、以上の請求項１１～２０記載
の発明により、前述した請求項１から１０に記載した発
明と同様の作用効果を奏することができる。
【００２７】また、請求項２１記載の発明にかかるクラ
イアント端末にあっては、クライアントの本人証明を行
うための認証データを外部に送信する認証データ送信手
段と、当該クライアントの健康に関連するデータを検出
する検出手段と、この検出手段により検出された健康に
関連する健康関連データを外部に送信する健康関連デー
タ送信手段と、外部から送信される健康管理ファイルを
受信する受信手段と、を備える。
【００２８】また、請求項２２記載の発明にかかるクラ
イアント端末にあっては、前記受信手段により受信した
健康管理ファイル内のデータを表示する表示手段を更に
備える。
【００２９】また、請求項２３記載の発明にかかるクラ
イアント端末にあっては、前記認証データ送信手段は、
当該クライアントの声紋データ、指紋データ、サインデ
ータのいずれか少なくとも一つを前記認証データとして
送信する。
【００３０】また、請求項２４記載の発明にかかるクラ
イアント端末にあっては、前記検出手段は、当該クライ
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アントの体脂肪データ、体重データ、血圧データ、ニコ
チン量データのいずれか少なくとも一つを検出するもの
であり、前記健康関連データ送信手段は、この検出手段
より検出された体脂肪、体重、血圧、ニコチン量のいず
れか少なくとも一つを送信する。
【００３１】また、請求項２５記載の発明にかかるクラ
イアント端末にあっては、前記受信手段は、当該クライ
アントに付与される特典サービスの内容を示す特典サー
ビスデータを更に受信し、前記表示手段は、この受信手
段が受信した特典サービスデータを更に表示する。
【００３２】したがって、以上の請求項２１～２６記載
の発明によれば、前記請求項１～１０記載の発明に係る
システムにおけるクライアント端末として機能すること
がでる。よって、クライアントが自己の健康状態の推移
を判断し、かつ、サーバを管理する者がクライアントの
健康状態を容易に把握し得るシステムを構築することの
できるクライアント端末を提供することができる。
【００３３】また、請求項２６記載の発明に係る記録媒
体は、コンピュータが読み取り可能なプログラムを記録
した記録媒体であって、クライアントの本人証明を行う
ための認証データを外部に送信する認証データ送信手順
と、当該クライアントの健康に関連するデータを検出す
る検出手順と、この検出手順により検出された健康に関
連する健康関連データを外部に送信する健康関連データ
送信手順と、外部から送信される健康管理ファイルを受
信する受信手順とをコンピュータに実行させるためのプ
ログラムを記録している。
【００３４】また、請求項２７記載の発明に係る記録媒
体にあっては、前記受信手順により受信した健康管理フ
ァイル内のデータを、表示手段に表示させる表示処理手
順を実行させるプログラムを更に記録してある。
【００３５】また、請求項２８記載の発明に係る記録媒
体にあっては、前記認証データ送信手順では、当該クラ
イアントの声紋データ、指紋データ、サインデータのい
ずれか少なくとも一つを前記認証データとして送信す
る。
【００３６】また、請求項２９記載の発明に係る記録媒
体にあっては、前記検出手順は、当該クライアントの体
脂肪データ、体重データ、血圧データ、ニコチン量デー
タのいずれか少なくとも一つを検出するものであり、前
記健康関連データ送信手順は、この検出手順より検出さ
れた体脂肪、体重、血圧、ニコチン量のいずれか少なく
とも一つを送信する。
【００３７】また、請求項３０記載の発明に係る記録媒
体にあっては、前記受信手順では、当該クライアントに
付与される特典サービスの内容を示す特典サービスデー
タを更に受信し、前記表示手順では、この受信手順が受
信した特典サービスデータを更に表示させる。
【００３８】したがって、以上の請求項２６～３０記載
の記録媒体によれば、記録されてプログラムをパーソナ
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ルコンピュータに読み取らせることより、該パーソナル
コンピュータを前記請求項２１～２６記載の発明のクラ
イアント端末として容易に機能させることができる。よ
って、クライアントが自己の健康状態の推移を判断し、
かつ、サーバを管理する者がクライアントの健康状態を
容易に把握し得るシステムを構築することのできるクラ
イアント端末を容易に提供することができる。
【００３９】また、請求項３１記載の発明に係る健康管
理サーバにあっては、クライアント毎の健康管理ファイ
ルを記憶する記憶手段と、外部から送信される認証デー
タと健康関連データとを受信する受信手段と、この受信
手段により受信した認証データに基づきクライアントを
判別する判別手段と、この判別手段により判別されたク
ライアントの健康管理ファイルに、前記受信した健康関
連データを記録する記録手段と、前記健康管理ファイル
を当該クライアントのクライアント端末に送信する送信
手段とを備える。
【００４０】また、請求項３２記載の発明に係る健康管
理サーバにあっては、当該健康管理サーバは、保険会社
により管理されるものであり、前記クライアント毎の健
康管理ファイルは、当該クライアントの保険契約に伴っ
て形成される。
【００４１】また、請求項３３記載の発明に係る健康管
理サーバにあっては、前記受信手段は、前記健康関連デ
ータを所定期間毎に受信し、前記記録手段は、前記クラ
イアントの健康管理ファイルに、前記所定期間毎の健康
関連データを記録する。
【００４２】また、請求項３４記載の発明に係る健康管
理サーバにあっては、前記受信手段により受信した健康
関連データに基づき健康ポイントを算出するポイント算
出手段を更に備え、前記記録手段は更に、このポイント
算出手段により算出された健康ポイントを前記健康管理
ファイルに記録する。
【００４３】また、請求項３５記載の発明に係る健康管
理サーバにあっては、前記ポイント算出手段は、前記受
信手段により受信した健康関連データに基づく健康ポイ
ントと、過去の健康ポイントの累算値とを算出し、前記
記録手段は更に、このポイント算出手段により算出され
た健康ポイントと累算値とを前記健康管理ファイルに記
録する。
【００４４】また、請求項３６記載の発明に係る健康管
理サーバにあっては、前記健康ポイントの累算値と所定
の特典サービスポイントとを比較する比較手段と、この
比較手段の比較結果に応じて、前記クライアントに付与
する特典サービスを決定する決定手段と、この決定手段
により決定された特典サービスの内容を示す特典サービ
スデータを送信する送信手段とを更に備える。
【００４５】したがって、以上の請求項３１～３６記載
の発明によれば、前記請求項１～１０記載の発明に係る
システムにおける管理サーバとして機能することがで
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る。よって、クライアントが自己の健康状態の推移を判
断し、かつ、サーバを管理する者がクライアントの健康
状態を容易に把握し得るシステムを構築することのでき
る管理サーバを提供することができる。
【００４６】また、請求項３７記載の発明に係る記録媒
体にあっては、コンピュータが読み取り可能なプログラ
ムを記録した記録媒体であって、クライアント毎の健康
管理ファイルを作成するファイル作成手順と、外部から
送信される認証データと健康関連データとを受信する受
信手順と、この受信手順により受信した認証データに基
づきクライアントを判別する判別手順と、この判別手順
により判別されたクライアントの健康管理ファイルに、
前記受信した健康関連データを記録する記録手順と、前
記健康管理ファイルを当該クライアントのクライアント
端末に送信する送信手順とをコンピュータに実行させる
ためのプログラムを記録している。
【００４７】また、請求項３８記載の発明に係る記録媒
体にあっては、前記受信手順では、前記健康関連データ
を所定期間毎に受信し、前記記録手順では、前記クライ
アントの健康管理ファイルに、前記所定期間毎の健康関
連データを記録する。
【００４８】また、請求項３９記載の発明に係る記録媒
体にあっては、前記受信手順により受信した健康関連デ
ータに基づき健康ポイントを算出するポイント算出手順
を実行させるプログラムを更に記録し、前記記録手順で
は更に、このポイント算出手順により算出された健康ポ
イントを前記健康管理ファイルに記録する。
【００４９】また、請求項４０記載の発明に係る記録媒
体にあっては、前記ポイント算出手順は、前記受信手順
により受信した健康関連データに基づく健康ポイント
と、過去の健康ポイントの累算値とを算出し、前記記録
手順では更に、このポイント算出手順により算出された
健康ポイントと累算値とを前記健康管理ファイルに記録
する。
【００５０】また、請求項４１記載の発明に係る記録媒
体にあっては、前記健康ポイントの累算値と所定の特典
サービスポイントとを比較する比較手順と、この比較手
順の比較結果に応じて、前記クライアントに付与する特
典サービスを決定する決定手順と、この決定手順により
決定された特典サービスの内容を示す特典サービスデー
タを送信する送信手順とを実行させるプログラムを更に
記録している。。
【００５１】したがって、以上の請求項３７～４１記載
の記録媒体によれば、記録されてプログラムを汎用コン
ピュータに読み取らせることより、該汎用コンピュータ
を前記請求項３１～３６記載の発明の健康管理サーバと
して容易に機能させることができる。よって、クライア
ントが自己の健康状態の推移を判断し、かつ、サーバを
管理する者がクライアントの健康状態を容易に把握し得
るシステムを構築することのできる管理サーバを容易に
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提供することができる。
【００５２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施の形態を図
に従って説明する。図１に示すように、本実施の形態に
かかる健康管理サービスシステム１は、ネットワーク２
を介して相互に接続可能なクライアント端末３と健康管
理サーバ４で構成される。健康管理サーバ４は、生命保
険会社が運営管理するサーバであり、クライアント端末
３は当該保険会社と契約を締結済みのクライアントの家
庭や企業の一室、あるいはサービスセンター等に配置さ
れている端末である。
【００５３】前記クライアント端末３は、図２に示すよ
うに、バス３０１を介して接続されたＣＰＵ３０２、プ
ログラムメモリ３０３、ＲＡＭ３０４、入力部３０５、
表示部３０６、通信部３０７を備えているとともに、声
紋検出部３０８、指紋検出部３０９、体脂肪測定部３１
０、体重測定部３１１、血圧測定部３１２、ニコチン量
測定部３１３が接続されている。ＣＰＵ３０２は、プロ
グラムメモリ３０３に記憶されているプログラムに基づ
き、ＲＡＭ３０４をワークエリアとして使用しつつ動作
することにより、各部を制御するものである。入力部３
０５は、キーボードやマウスで構成され、表示部３０６
はＣＲＴやＬＣＤで構成される。通信部３０７は、モデ
ム等を有し、ネットワーク２を介して外部とのデータの
授受を行うものである。
【００５４】声紋検出部３０８は、音声から声紋データ
を検出するものであり、指紋検出部３０９は、指紋を読
み取って指紋データを生成するものである。体脂肪測定
部３１０は、体重測定部３１１により測定された体重等
に基づき公知の演算を行って体脂肪率を出力するもので
あり、体重測定部３１１は、体重測定値データが出力す
るものである。血圧測定部３１２は、血圧値を測定して
データを出力するものであり、ニコチン量測定部３１３
は唾液中からニコチン量を検出して出力するものであ
る。
【００５５】健康管理サーバ４は、図３に示すように、
同様にバス４０１を介して接続されたＣＰＵ４０２、プ
ログラムメモリ４０３、ＲＡＭ４０４、入力部４０５、
表示部４０６、及び通信部４０７を備えているととも
に、健康管理ファイルメモリ４０８を備えている。この
健康管理ファイルメモリ４０８には、図３に示すよう
に、保険会社と契約した各契約者（クライアント）毎に
健康管理ファイル４０９が記憶される。
【００５６】この健康管理ファイル４０９は、図５に示
すように、本人特定データを格納する領域４１０と、健
康データを格納する領域４２０とに大別される。領域４
１０は、氏名、住所、電話番号、ＩＤ、声紋データ、指
紋データ、性別を各々格納するエリア４１１～４１７が
設けられている。また、領域４２０には、健康データの
受信日を格納するエリア４２１、当該受信日に受信され
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た体脂肪、体重、血圧、ニコチン量の各データを受信日
毎に格納するエリア４２２～４２５が設けられている。
さらに、領域４２０には、各前記エリア４２２～４２５
に格納された今回の体脂肪、体重、血圧、ニコチン量の
各データに基づいて算出された健康ポイントＰの今回値
ＰＡが格納されるエリア４２６が設けられているととも
に、過去の今回値ＰＡを累算したポイント値である累算
値ＰＯが格納されるエリア４２７が設けられている。
【００５７】以上の構成に係る本実施の形態において、
クライアント端末３のＣＰＵ３０２はプログラムメモリ
３０３に記憶されているプログラムに基づき、図６
（Ａ）のフローチャートに示すように、登録処理（ステ
ップＳＡ１）と、健康管理処理（ステップＳＡ２）とを
順次実行する。また、健康管理サーバ４のＣＰＵ４０２
もプログラムメモリ４０３に記憶されているプログラム
に基づき、図６（Ｂ）のフローチャートに示すように、
登録処理（ステップＳＢ１）と、健康管理処理（ステッ
プＳＢ２）とを順次実行する。
【００５８】クライアント端末３側の登録処理（ステッ
プＳＡ１）は、図７に示すフローチャートに従って実行
される。先ず、当該保険会社との契約が完了したことを
示す保険の契約完了データを送信する（ステップＳＡ１
１）。しかる後に、氏名、住所、電話番号、性別等の本
人データを送信し（ステップＳＡ１２）、さらに声紋デ
ータ、指紋データを送信する（ステップＳＡ１３、ＳＡ
１４）。すると、後述するように、健康管理サーバ４側
からＩＤが送信されてくるので、これを受信してＲＡＭ
３０４に格納する（ステップＳＡ１５）。
【００５９】一方、健康管理サーバ４側の登録処理（ス
テップＳＢ１）は、図８に示すフローチャートに従って
実行される。先ず、前記ステップＳＡ１１で送信された
契約完了データ及び他のデータを受信する（ステップＳ
Ｂ１１）。そして、この契約完了データを受信したなら
ば、健康管理ファイルメモリ４０８に、当該クライアン
ト用の健康管理ファイル４０９を作成する（ステップＳ
Ｂ１２）。引き続き、この作成した健康管理ファイル４
０９エリア４１１、４１２、４１３、４１７に、受信し
た本人データである氏名、住所、電話番号、性別書き込
む（ステップＳＢ１３）。また、受信した声紋データを
エリア４１５に登録するとともに（ステップＳＢ１
４）、受信した指紋データをエリア４１６に登録する
（ステップＳＢ１５）。さらに、当該クライアント用の
ＩＤを付与して送信するとともに、当該ＩＤをエリア４
１４に記録する（ステップＳＢ１６）。
【００６０】以上の図７及び図８に従った処理が、クラ
イアント端末３と健康管理サーバ４の双方で実行される
ことにより、図５に示した当該クライアント用の健康管
理ファイル４０９が健康管理ファイルメモリ４０８に作
成されることとなる。但し、この時点では健康管理ファ
イル４０９の健康データ領域４２０には、データが記録
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されておらず、次に説明するクライアント端末３側の健
康管理処理と、健康管理サーバ４側の健康管理処理とに
より、データが記録されることとなる。
【００６１】すなわち、クライアント端末３側の健康処
理（ステップＳＡ２）は、図９に示すフローチャートに
従って実行され、閲覧請求が行われたか否かを判断する
（ステップＳＡ２１）。この閲覧請求は、自己の健康管
理ファイル４０９を閲覧するための操作であり、係る操
作が行われていない場合には、先ずＩＤを送信する（ス
テップＳＡ２２）。引き続き、声紋（ステップＳＡ２
３）、指紋（ステップＳＡ２５）、体脂肪（ステップＳ
Ａ２７）、体重（ステップＳＡ２９）、血圧（ステップ
ＳＡ３１）、ニコチン量（ステップＳＡ３３）が検出さ
れたか否かを各々判別する。
【００６２】そして、声紋検出部３０８により声紋デー
タが検出されたならば、声紋データを送信し（ステップ
ＳＡ２４）、指紋検出部３０９により指紋データを生成
されたならば、指紋データを送信する（ステップＳＡ２
６）。また、体脂肪測定部３１０から体脂肪率が出力さ
れたならば、体脂肪率を送信し（ステップＳＡ２８）、
体重測定部３１１により体重データが出力されたなら
ば、体重データを送信する（ステップＳＡ３０）。さら
に、血圧測定部３１２により血圧が測定されたならば、
血圧データを送信し（ステップＳＡ３２）、ニコチン量
測定部３１３によりニコチン量が検出されたならば、ニ
コチン量データを送信する（ステップＳＡ３４）。
【００６３】引き続き、後述するように健康管理サーバ
４側から送信される特典データを受信したか否かを判別
し（ステップＳＡ３５）し、受信した場合には特典デー
タをＲＡＭ３０４に記憶するとともに、表示部３０６に
表示させる（ステップＳＡ３６）。
【００６４】また、ステップＳＡ２１での判別の結果、
閲覧請求であった場合には、先ずＩＤを送信する（ステ
ップＳＡ３７）。しかる後に、自己の健康管理ファイル
４０９をダウンロードし（ステップＳＡ３８）、これを
表示部３０６に表示させる（ステップＳＡ３９）。な
お、ステップＳＡ３６とＳＡ３９における表示部３０６
の表示例については後述する。
【００６５】他方、健康管理サーバ４側の健康処理（ス
テップＳＢ２）は、図１０に示すフローチャートに従っ
て実行され、閲覧請求を受信したか否かを判断する（ス
テップＳＢ２１）。閲覧請求を受信していない場合に
は、前述の図９に示したフローチャートのステップＳＡ
２２～ＳＡ３４でクライアント端末３側から送信された
各データ、つまり、ＩＤ、声紋データ、指紋データ、体
脂肪率データ、体重データ、血圧データ、ニコチン量デ
ータを受信する（ステップＳＢ２２）。次に、この受信
したＩＤに基づき、当該クライアントの健康管理ファイ
ル４０９を検索する（ステップＳＢ２３）。
【００６６】引き続き、当該クライアントの健康管理フ
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ァイル４０９のエリア４１５とエリア４１６とに記録さ
れている声紋データ及び指紋データと、受信した声紋デ
ータ及び指紋データとを比較し、両者が一致するか否か
を判断する（ステップＳＢ２４、ＳＢ２５）。そして、
いずれかが一致しない場合には、以降の処理を行うこと
なく、このフローチャートに従った処理を終了する。し
たがって、他人がＩＤを盗用して、健康管理サーバ４に
アクセスしても、当該他人の健康関連データが健康管理
ファイル４０９に書き込まれてしまうことはない。
【００６７】また、ステップＳＢ２６においては、この
クライアント端末３からのアクセスが所定期間内である
か否かを判断する。ここで、所定期間内とは、健康管理
ファイル４０９への書き込みを３ヶ月毎に行うとする
と、３ヶ月±５日程度である。そして、所定期間内でな
かった場合にも、以降の処理を行うことなく、このフロ
ーチャートに従った処理を終了する。したがって、クラ
イアントが自己の健康状態が良いときのみに、健康管理
サーバ４にアクセスして健康管理ファイル４０９に健康
関連データを記録させようとしても不可能であり、所定
期間毎のデータのみが記録される。
【００６８】そして、ステップＳＢ２４～ＳＢ２６まで
の判断が全てＹＥＳである場合に、当該クライアントの
健康管理ファイル４０９への記録を開始し、先ず、エリ
ア４２１に受信日データを記録する（ステップＳＢ２
７）。引き続き、受信した体脂肪データ、体重データ、
血圧データ、ニコチン量データをエリア４２２～４２５
に記録する（ステップＳＢ２８～ＳＢ３１）。さらに、
このエリア４２２～４２５に記録された体脂肪データ、
体重データ、血圧データ、ニコチン量データに基づき、
所定の演算を行って健康ポイントＰの今回値ＰＡを算出
し（ステップＳＢ３２）、エリア４２６に記録する（ス
テップＳＢ３３）。
【００６９】この今回値ＰＡの算出は、理想値と比較に
基づく演算、あるいは前回値との比較に基づく演算等
の、適宜の演算方法を用いればよいが、健康関連データ
の値によっては、マイナス値が算出されることが好まし
い。次に、今回値ＰＡを前回までの累算値ＰＯに加算す
ることにより、累算値ＰＯを算出し（ステップＳＢ３
４）、この算出した累算値ＰＯをエリア４２７に記録す
る（ステップＳＢ３５）。
【００７０】したがって、以上に説明した図１０のステ
ップＳＢ２１からＳＢ２５までの処理と、前述した図９
のステップＳＡ２１からＳＡ３４までの処理が、一定期
間毎に実行されることにより、図５に示したように、健
康管理ファイル４０９の健康データ領域４２０には、複
数の受信日と、各受信日毎の体脂肪率、体重、血圧、ニ
コチン量、今回値ＰＡ、累算値ＰＯが記録されていくこ
ととなる。
【００７１】そして、図１０のステップＳＢ３６では、
累算値ＰＯが所定の特典付与ポイントを超えたか否かを
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判断し、超えた場合には、特典処理を行う（ステップＳ
Ｂ３７）。この特典処理は、累算値ＰＯが所定且つ複数
の特典付与ポイントのいずれかをを超え場合に、クライ
アントに与える特典を決定して、その決定した特典を示
すデータを送信する処理である。また、特典の例として
は、保険料を割り引く、あるいは旅行クーポン券を付与
する等である。
【００７２】したがって、例えば前者の特典が決定され
た場合、ステップＳＢ３７の処理により、図１１（Ａ）
に例示したように、「○○○○様の健康ポイントが第１
特典ポイント以上となりましたので、来月より保険料を
Ｘ％割引いたします。」なる文書データが健康管理サー
バ４からクライアント端末３に送信されることとなる。
すると、クライアント端末３は、前述した図９における
ステップＳＡ３５で、この特典データを受信したと判断
し、ＲＡＭ３０４に記憶するともに、表示部３０６に表
示させる。したがって、図１１（Ａ）に示したように、
クライアント端末３の表示部３０６に前記文書データが
表示され、これにより、クライアントは健康管理意欲を
刺激されることとなる。
【００７３】また、例えば後者の特典が決定された場
合、ステップＳＢ３７の処理により、図１１（Ｂ）に例
示したように、「○○○○様の健康ポイントが第２特典
ポイント以上となりましたので、旅行クーポン券を発送
いたします。」なる文書データが健康管理サーバ４から
クライアント端末３に送信されることとなる。すると、
クライアント端末３は、前述した図９におけるステップ
ＳＡ３５で、この特典データを受信したと判断し、ＲＡ
Ｍ３０４に記憶するともに、表示部３０６に表示させ
る。したがって、図１１（Ｂ）に示したように、クライ
アント端末３の表示部３０６に前記文書データが表示さ
れ、これにより、クライアントは健康管理意欲を刺激さ
れることとなる。
【００７４】これら特典サービスは、単に前記文書デー
タが送信されるのではなく、別途真に実行されることは
勿論である。
【００７５】他方、ステップＳＢ２１での判断の結果、
閲覧請求が受信された際には、前述の図９におけるステ
ップＳＡ３７でＩＤが送信されてくるので、これを受信
する（ステップＳＢ３８）。次に、この受信したＩＤに
対応する健康管理ファイル４０９を健康管理ファイルメ
モリ４０８から読み出して送信する（ステップＳＢ３
９）。このとき、健康管理ファイル４０９全体を送信し
てもよいが、クライアントが閲覧したいのは健康管理フ
ァイル４０９の健康データ領域４２０に記録されている
事項のみであるから、図１２に示すように、健康データ
領域４２０のみを抽出して送信する。
【００７６】すると、クライアント端末３は、図９のス
テップＳＡ３８でダウンロード処理を行ってこれを受信
し、表示部３０６に表示させる（ステップＳＡ３９）。
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したがって、図１２に示したように、クライアント端末
３の表示部３０６には、当該クライアントの健康管理フ
ァイル４０９の健康データ領域４２０に記録されている
データが表示される。この表示されるデータには、各エ
リア４２１～４２７に記録されている複数の受信日と、
各受信日毎の体脂肪率、体重、血圧、ニコチン量、今回
値ＰＡ、累算値ＰＯが含まれている。したがって、クラ
イアントはこれらを視認することにより、自己の健康状
態の推移を明瞭に認識することができる。しかも、今回
値ＰＡ、累算値ＰＯによる絶対的基準に基づき、自己の
健康状態の推移を一層明瞭かつ客観的に認識することが
できる。
【００７７】なお、本実施の形態においては、今回値Ｐ
Ａ、累算値ＰＯを数値表示するようにしたが、これらグ
ラフ表示し、さらに体脂肪率、体重、血圧、ニコチン量
についてもグラフ表示するようにしてもよい。また、本
実施の形態においては、前述した特典を例に挙げたが、
特典はこれに限るものではなく、クライアントの健康維
持意欲を刺激し得るものであれば、いかなるものであっ
てもよい。また、前記実施の形態においては、指紋デー
タと声紋データとを認証データとして用いるようにした
が、これに限ることなく、サインデータ等の本人特定が
可能なデータであれば、他のデータを用いるようにして
もよい。さらに、健康関連データに関しても、体脂肪
率、体重、血圧、ニコチン量に限ることなく他のデータ
を用いるようにしてもよい。
【００７８】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、管
理サーバには、クライアント毎の健康管理ファイルが記
憶されて、各健康管理ファイル毎に健康関連データが記
録されることから、この健康管理ファイルがクライアン
ト端末に送信されることにより、クライアント端末側に
おいて、当該クライアントの健康状態がどのように推移
しているかを判断することができる。一方、管理サーバ
においても、クライアント毎の健康管理ファイルを記憶
していることから、健康管理ファイルの記録データに基
づき、クライアントの健康状態を容易に把握することが
できる。よって、クライアントが自己の健康状態の推移
を判断し、かつ、サーバを管理する者がクライアントの
健康状態を容易に把握し得るシステムを構築することが
できる。
【００７９】また、管理サーバが保険会社により管理さ
れるものであり、クライアント毎の健康管理ファイル
は、当該クライアントの保険契約に伴って形成されこと
により、保険会社は保険契約後においても、契約者の健
康状態を把握することができる。これにより保険会社の
経営上重要となるデータを供給し得るシステムを構築す
ることができる。
【００８０】また、当該クライアントの声紋データ、指
紋データ、サインデータのいずれか少なくとも一つを認
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証データとして送信するようにしたことから、認証デー
タによる認証の正確性を確保することができ、不正な健
康関連データの記録や、他人の健康関連データの誤記録
による健康管理ファイルの信用性低下を未然に防止する
ことができる。
【００８１】また、健康関連データを所定期間毎に受信
し、クライアントの健康管理ファイルに、所定期間毎の
健康関連データを記録するようにしたことから、健康管
理ファイルに一定期間毎の健康関連データが順次記録さ
れる。よって、この健康管理ファイル内のデータに基づ
き、明瞭にクライアントの健康状態の推移を判断するこ
とができるともに、健康状態を明瞭に把握することが可
能となる。
【００８２】また、受信した健康関連データに基づき健
康ポイントを算出し、算出された健康ポイントを健康管
理ファイルに記録するようにしたことから、健康管理フ
ァイルにはクライアントの健康状態の推移がポイントで
記録される。よって、これに基づき一層明瞭にクライア
ントの健康状態の推移を判断することができるともに、
健康状態を一層明瞭に把握することが可能となる。
【００８３】また、健康ポイントと、過去の健康ポイン
トの累算値とを算出し、この算出された健康ポイントと
累算値とを健康管理ファイルに記録するようにしたこと
から、健康ポイントと累算値により健康状態の推移を明
瞭に判断しあるいは把握できるのみならず、今回の健康
ポイントにより現時点の健康状態を明瞭に判断しあるい
は把握することもできる。
【００８４】また、健康ポイントの累算値と所定の特典
サービスポイントとの比較結果に応じて、クライアント
に付与する特典サービスを決定し、この決定された特典
サービスの内容を示す特典サービスデータを送信するよ
うにしたことから、このことを予め知らされているクラ
イアントは、健康を維持すべく努力し、これにより、ク
ライアントの健康維持を促進し得るシステムを構築する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の一実施の形態を示すシステム構成図で
ある。
【図２】クライアント端末を示すブロック構成図であ
る。
【図３】健康管理サーバを示すブロック構成図である。
【図４】健康管理ファイルメモリ４０８のメモリ構成を
示す模式図である。
【図５】健康管理ファイルのメモリ構成を示す模式図で
ある。
【図６】（Ａ）はクライアント端末の処理手順を示すゼ
ネラルフローチャート、（Ｂ）はクライアント端末の処
理手順を示すゼネラルフローチャートである。
【図７】クライアント端末における登録処理の詳細を示
すフローチャートである。
【図８】健康管理サーバにおける登録処理の詳細を示す
フローチャートである。
【図９】クライアント端末における健康管理処理の詳細
を示すフローチャートである。
【図１０】健康管理サーバにおける健康管理処の詳細を
示すフローチャートである。
【図１１】特典データの表示画面例を示す図である。
【図１２】健康管理ファイルの表示画面例を示す図であ
る。
【符号の説明】
１    健康管理サービスシステム
２    ネットワーク
３    クライアント端末
４    健康管理サーバ
３０８    声紋検出部
３０９    指紋検出部
３１０    体脂肪測定部
３１１    体重測定部
３１２    血圧測定部
３１３    ニコチン量測定部
４０８    健康管理ファイルメモリ
４０９    健康管理ファイル
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中。 在425中记录（步骤SB28至SB31）。
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